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日本における7ヵ月間の滞在をかえりみて

～ドイツ人古生物学者の日本滞在記～

写真①ヨルダン博士

Dr.REINERJORD五N

繁者紹介ヨルダン博

士(Dr.REI畑RJ0RDAN)は

昭和8年(1933年)神戸で生ま

れ第2次世界大戦を日本で

経験し昭和22年両親や兄と

ともに酉ドイツに帰国した.

その後チュｰビンゲン大学

(Eberhar(1-Karls_Uni∀e卜

sit註tT廿bingen)に入り有

名祖シンデボルフ教授(Prof.

Dr.O.H.ScHIN㎜w0LE)の

指導のもとに地質学と古生物

学を学び卒業後は西ドイツ

･ハノｰバｰ市にある二一ダ

一ザクセン州地質調査所(Nieders註｡hsischesLanaesamt茄r

忍｡denforschmg)に勤務し古生物学･標本館部門の充実に

専念しておられユラ紀のアンモナイトの専門家でもある.

彼は日本で生まれ14才まで日本で教育をうけた関係から日本

語をきわめてよく話す.西ドイツの地質学者･古生物学者の

たかではn本語をよく請ず唯一の存在であろう.このようた

関係から同本の地質学者や古生物学者あるいは生物学者と

の文献交換も非常に多く知己も多い.私も1田和40年のドイ

ツ連邦地質調査所(Bmdesanstalt拙rBodenforschung)滞

在中彼と親交をもった.

ヨルダン博士は昭和46年度の科学技術庁国際科学技術交流研

究員として24年ぶりに来日し7ケ月間地質調査所に滞在し

昨年1月帰国した･彼は帰国後滞日巾の感想恋とを英文で

まとめこのほど私宛に原稿を送ってき乍ので日本文に訳し

掲載する次第である.(神戸信和記)

･･州,11111､,･1州

ライナｰ･ヨルダン

の意を表すものである.

私は昭和8年(1933年)神戸で生まれ昭和22年(1947

年)まで神戸で育ち酉ドイツに帰国したカミそれから

24年後の一昨年生まれ故郷を訪問することカミできたこ

とは本当に私にとって感激的なことであった.

n.日本における研究

まず申上げたいことは日本政府より与えられた7ケ

月の滞在研究期間は私カミ科学技術庁への庶募要領のな

かに掲げた4つの研究課題のうちの1つを考究するので

さへあまりに短いということである.しかし研究試料

の収集は十分行たえたので今後の研究成果が大いに期

待できる｡また私が直接に会いそして有益恋討論の

機会をもつことカミできた科学者の数は名前をいちいち

ここに述べることができない位多かった.これらのこ

とは滞在研究期間が短いということに増してR独間

の研究交流の飛躍に大いに役立つものと信ずるのである.

つぎに7ケ月の日本滞在期間巾に行なった研究の概略を

述べる.

a･ドイツと日本におけるユラ系および三畳系堆積物に

関する生層序学大型古生物学古生態学の比較研究に

ついては集中的な野外研究と岩石･化石の収集カミlV

項で述べる野外巡検によって行なわれた.さらに各大

学の地質学教室ではそこに所蔵されている化石とくにア

ンモナイトの再検討を許されまた討論の機会をもっこ

I.はじめに

私は科学技術庁の国際科学技術交流計画にもとづく研

究員として7ケ月間の地質調査所滞在を許可されて一

昨年6月18目明岡着にて訪日した.昨年1月27目明岡

発にて帰国の途につくまで地質調査所滞在中は小林所

長をはじめ多くの方丈から並々ならぬ御親切と御援

助や御助言をいただききわめて有意義な研究生活を送

亭ことカミできて心から厚く御礼申上げる.さらに多

くの大学や博物館の地質学者も惜しみなく有益た御援助

と御助言を与えられた.

今ひとつ忘れてはならない大事なことを申述べると

私に同本における7ケ月間の滞在研究を許可された日

本政府科学技術庁当局ならびに職員の方々に厚く感謝

写真⑫ドイツ連邦地質調査所(二一ダｰサクセン州地質調査所もこの

中にある)

Bundes舳sta1t舳rBodenforschmg齪ndNieders自｡h畠is-

chesLande竃臥励t{むrBoaenforschu口ginHannover,

WentG研㎜any�
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目本の地質調査所におけるヨルダン博士の研究室右側は澤村

主任研究官Dr.J0RDANandDr.S五wAム1U趾inthe

��牡瑯特���漱�楣�卵��潦��渮

とができ文献交換の機会も与えられた.これらの比

較研究は収集した試料にもとづいてさらに詳細に研究

する予定である.

b.化石や現世軟体動物の貝殻の研究についてはまず

1旬亜紀第三紀および第四紀の化石を採集した.これ

らの化石の殻のOxygenIsOtopeRatioを測定しかつ

ての海の古気温に関するデｰタを収集するのである.

これらの研究の中にはアンモナイトの棲息海域め古気温

に関するデｰタ収集も含まれておりおそらく日本では

はじめての研究とたることであろう.さらに多くの現

世貝類を九州から北海道にかけ各地の海岸で採集した.

またこれら貝類の棲息する海域の水温に関するデｰタも

日本の海洋生物学者の厚意によってかなり得られた.

これらの試料は古気温の決定方法に関する参考資料ある

いは基礎資料となるであろう.

･.アンモナイトの殻は元来アラレ石から2次的に方解

石にかわっていくものであるがこの問題についてはお

もに白亜紀のものを材料として研究し走.日本の場合

アンモナイトのアラレ石が保存されているのは北海道だ

けである.その北海道においてもアラレ石が認めら

れるのは地域的に限られておりこのことは非常に重要

である､たとえば幾春別周辺の地域ではアラレ石は全

く保存されていないがこの事実はかつて同地域の堆積

物がuph鮒i㎎の影響をうけたことを示す.私の研究

した町ドイツの例からしてこの方面の研究は石炭やガ

ス資源賦存状態の把握と将来の開発に対して非常に重要

な示唆を与えるといえる.研究成果については近い将

来1,二発表の予定である出

イドの殻の再生についての研究を行ない日本古生物学

雑誌に投稿の予定であるが日本におけるこの方面の最

初の研究成果となろう.

皿.科学者交換の意義

今回の日本留学は私の研究にとってきわめて有意義

であったことは論を侯たない.この機会に私は酉ドイ

ツのドイツ連邦地質調査所二一ダｰサクセン州地質調

査所をはじ｡め他の研究所における研究者の要請によっ

て私自身の研究にとってはあまり価値のないしかし

彼らにとってはきわめて重要な“サンカレ"を採集する

ことができた.さらに日本と西ドイツとのそれぞれ

の専門家のために数多くの文献交換の糸口をつけた｡

私が滞日中面会することができた多くの地質学青や

古生物学者の御厚意と御援助によって私は多くの機会

に日本語で私自身の研究について講演や討論の機会を

もたせていただき感謝している(w項参照).さらに大

学の学生にはドイツの地質や西ドイツの研究所につい

ての講義をした.これらの講演や討論が日本と酉ドイ

ツ間の地質学者や古生物学考の関係をさらに緊猪にする

のに役立つならば幸である.

]V.野外巡検

下に掲げる野外巡検の大部分は地質部の地質学考の桁

導によって行なわれた.

a.三浦半島北部の地質(昭和46年7月4口11rl)

b.関東山地の申･古生界(同年7月14[)

c.三浦半島の地質(同年7月16目)

d.成田地方の第四系(同年8月3目)

e.北海道の白亜系および第三系(同年8月1311～23目)

f.箱根地方の地質(同年8月28目)

9.神戸(六甲山)大阪京都地方の中生界新生界(同年

9月13目～2!目)

h.北部北上1⊥1地の古生界中生界新生界(同年9月291r～

10月9目)

i.中部九州(阿蘇火山ほか古生界中生界)および中国地方

(秋吉美禰の古生界中生界)一冊和46年10月2511～!1

月2口)

j.南部北卜山地の古ノに界T11牛界(同年11月1911～2引1)

V.地質学関係大学.研究所訪問

これらの訪問を通じてそこに所蔵されている多くの

化石の再検討カミ許され多くの貴重な討論の機会をもつ

ことができた.さらに日本の多くの地質学者との新し

い交際の機会が与えられた.

d.九州大学の松本達郎教授と共陶で日本σ)アンｰモナ帖

註,東京大学理学部地質学教室(昭和46年8月2rlユ0月13目�
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12月16目同47年1月6目)

b.横須賀市立博物館(同46年8月4目)

c.三菱金属鉱業研究所一和田鉱物コレクションｰ(同年8月

5目)

d.農林省東海地区漁業研究所および神奈川県水産試験場(同

年8月9目)

e.地質調査所北海道支所(同年8月14口)

f.北海道大学理学部地質学教室(同年8月21[)

9.地質調査所東北出張所(1司年10月9目11月19目)

h.東北大学理学部地質学古生物学教室(同年10月9目11月

24口)

i.九州大学理学部地質学教室(同年10月22□～24n12月20

｢I～21F一)

j.秋､1冶科学博物館(同年10月29い)

k.広.島大学理学部地質学鉱物学教室(旧年11月111ユ2リ122

目)

1.東京大学海洋研究所(同年1!刀5□～6n)

1n､建設省国土地理院(同年12月2□)

n.国立科学博物館(同年12月7目)

0.l1本科学技術情報センタｰ(同年12月1411)

P.大阪市立大学理学部地学教室(旧年12月2洲)

w､学会出席

下に掲げる2学会への出席は私にとって日本の地質

学と古生物学の多くの研究分野における科学的進歩を観

察する唯一の機会となり非常に有益であった.さら

に私は2番目の学会では私自身の研究について講演する

ことができた.

a.地学関係5学会連合学術大会一於九州大学一(昭和46年!0

月22目～24目)

b.化石硬組織内の同位体に関するシンポジウム□木古生物

学会主催於東京大学海洋研究所(同年1!月5n6□)

w.講演

私が行なった日本語の講演は下に掲げる3つの主題の

もとに行なわれた.

�

㈮

㌮

自分白身の研究について(n項参照)

ドイツの地質

ドイツにおける地質調査月下および大学など地質研究機関

ならびに大学側皮

以下に滞日中に行なった講演の日程を掲げる.

�

戮

�

〔1.

�

昀

�

�

東京大学理学部地質学教室(l1榊1146年!0月131■1)

��牡�潮��牡瑩潮���瑯�������牡��
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mo11uses:化石硬組織内の同位体に関するシンポジウム

□木古生物学会主催於東東大学海洋研究1万(同年1!月6

□)

東北大学理学部地質学古生物学教室(同年11ハ2州)

地質調査所地質部(同年12月11n)

九州大学理学部地質学教室(同年12月20□21n)

広島大学理学部地質学鉱物学教室(同年12月22n)

大阪市立大学理学部地学教室(同年12月23〔)

地質調査所(昭和47年1月1川)

w.日本の地質調査所の印象

わずか7ケ月間の短かい滞在にすぎ校がったので日

本の地質調査所やそこでなされている業務についての2

3の印象をのべることは校がたか難かしいことである.

まず最初に申上げたいことはすでに日本地質学会に

対して｢地球科学に関する日本語の出版物に毛っと多<の英

語を使うように例えば図版の説明に英語を併用するとか英

語の抄録をできるだけ長くしてほしい｣という要望書を提

出したが日本の地質学者や古生物学者のみなさんあるいは

地球科学に関連する学者のみなさんどうか学術論文を欝かれ

るときには是非と毛英語を豊富に使っていただきたい.とい

写真④北上山地ジュラ系巡検巾のヨルダン博士

Dr.J0RDANintheexcursion服｡undtheJur舶sic

○帖註εroup,Ki蜘ka凧i卿｡岬吻in1則d､

写真⑤九州阿蘇火山巡検中のヨルダン博

士と静岡主任研究官

Dr.J0RDλNmdDr.TH冊0KA

intheexcu正sion酊｡undth亀

Asqy⑪1脚｡,Kyu･hu,�
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うわけは日本の科学出版物は地質調査所の研究業績

をも含めてヨｰロッパの国々の大学間で非常に高い評

価をもっているからである.

日本の地質調査所ではドイツ連邦地質調査所と比較

するならばいくつかの不利益な条件にも拘わらず卓越

した業績をあげている.すなわち建造物カミ溝の口と

河田町に分かれていることは多くの研究者が図書室を

利用することや各部相互の接触に困難性がありその

ことは科学者にとって非常にマイナスである.

これに反して近代的･科学的た研究機械設備は非常

に印象的である.そのほか諸外国の若い地質学者や

関連学者に対する海外研修センタｰの存在は国際協力に

寄与していること莫大である.さらに国家予算により

職員の健康管理すなわち胸部や腹部のX線検査が実施

されていることは言及するに値することである.

私の滞在中に毎日の仕事のなかでいろいろと学ぶ

ことカミできたカミまた私共の日常の仕事の体験から日本

のみなさんに暗示やあるいは提案を差しのべることが

できたと思っている.

最後に最も深い印象の1つは各部匁いし各部閲に確

かに友情関係があるということであろう.

lX･日本および日本の地質についての印象

第2次世界大戦ならびに大戦直後の短期間から日本を

回想するならば今日のごとき景気のよいそして高度に

工業化された日本は私にとって非常に印象的である.

もちろん東京は日本全体とは比較できないけれども,

このさい人口の多い町々を阿蘇山や北上の美しい三陸

海岸と比較することはあまり重要ではたい.田舎はあ

まり変わっていない｡ただ単に家々の屋根ごとにテ

レビのアンテナをはりめぐらしていることは違うが.

おもに先第三紀の地質学的古生物学的研究では日

本の地質学者がいかに無化石のそしてしばしば変成し

た地域時には非常に複雑な構造的位瞳にある地域の地

質図をつくらねばならぬかということに気がついたこと

である.,このことはヨｰロッパのわれわれ地質学者や

古生物学者にとって非常に興味深いことである.

私カミ目本滞在中北は北海道から南は九州まで野外

地質調査旅行をする機会をもつことカミできたことは非常

に嬉しい.そして私はこれらの素晴らしい調査期間

中私を指導して下さった方々に深く感謝の意を表す.

X.全般的な評価と将来の方向

私が日本において受けた印象示唆あるいは出版物の

すべてか整然と整理されてほかの多くの科学者に提供

されるまでにはまだ長い時間がかかることと思う.

同じことは私の研究所の将来の研究に非常に重要であ

る日本から持ち帰った多くの岩石や化石のサンプルにつ

いても言えるのである.このことはとりもなおさず

両国地質調査所聞の交換が如何に重要でありかつ成功

しているかということによるものである.

今回目本の地質調査所の寺岡易司博士がドイツ連邦

地質調査所に来られわれわれと共に1ケ年聞研究を共

にする機会が実現したことはまことに喜ばしいことで

あり立派な成果をおさめて帰国されるよう念願するも

のである.

(地質部神戸信和訳)

編集後記ヨルダン博士は昨年1月帰国され下記に

おいて地質学･古生物学の研究に専念しておられます.なお

本稿を投稿するにあたりヨルダン博士の来日の機会を与えら

れた科学技術庁当局をはじめとして滞日中いろいろと御援助

写真⑥地質調冴査において溝演巾のヨルダン博二L'

ThelectufeofDr･J0RDANintheGeolo菖ica1趾rvey

ofJap則

写真⑫地質音11研究室におけるヨルダン博

士脊木技篁山開･大1｣1各主任

研究官滝沢技官

�����楮由敇���

Dep肛tment,w1thMrs.A0KI,

Mr,YムMADム,Dr.OY州A里na

M1r,TムK工署AwA.�
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司･1山1-11,

と御厚誼を与えられました各大学各博物館各研究所の方々

に厚く感謝の意を表します.

御参考までにヨルダン博士の現在までのおもな研究業績を記

し本稿を閉じることといたします.

Dr.R班N鵬JORDAN

Nieders註｡hsischesLandesamtf肚Bodenforschung,

㍈��敲���漱稀

�������慵�

坥����

1)J0RDAN,R.:DieZiege1e1tongrubewest1icheW註tzu皿,

B1attSarstedt,anderOst且ankedesSa1zstockes∀on

Sarstedt-Lehrte(Dogger,Wea1den,エnarineUnter-

kreide)一Ber.naturhist.Ges.,ユ04,20S.,4Abb.,

�湮�敲���

2)J0RDムN,R｡:Pa1註｡nto1ogischeundstratigraphische

Untersuchungeni皿Liasde1ta(Domerium)Nord-

westdeutschlands-Diss.(Mskr.)丁廿bingen,178S.,

22Abb.,9Taf.,丁直bingen1960.

3)J0RDAN,R.:Pa1色｡nto1ogischeundstratigraphische
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